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29年度予算 《東峰見聞録》 P2

表紙/ 子ども議会より（P12へ）

福岡県東峰村議会だより

P6ここが聞きたい！ 《一般質問》

P4地方創生事業 《効果は？》



東
峰

見
聞
録

平
成
29
年
度
予
算
審
議

大
型
事
業
は
持
続
で
き
る
計
画
を
!!

大
型
事
業
は
持
続
で
き
る
計
画
を
!!

　平成29年3月定例会は3月9日から17日までの会期で開催しました。条例の制

定・改正及び一部改正5件、指定管理者の指定1件、28年度補正予算3件、29年

度予算4件を慎重審議しました。29年度一般会計予算審議では、地方創生事業（4

ページ）や小石原川ダム関連事業、新規事業の継続性に質疑が集中し、事業のさ

らなる検討を行い、執行の前に議会と合意の上進めることを求め（3ページ下）、

原案どおり可決しました。また、9人の議員が一般質問を行いました。

観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

農
業
共
同
利
用
施
設
に
つ
い
て

議
員　

ダ
ム
関
連
事
業
と
し
て
建
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
管
理
運
営

面
に
お
い
て
総
合
的
な
合
意
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

担
当
課　

大
字
小
石
原
地
区
の
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
利
用
等
の
３

団
体
と
協
議
を
行
い
、
共
同
で
使
え

る
施
設
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
東
峰

村
農
業
生
産
組
合
と
の
棲
み
分
け
も

注
意
を
し
て
い
く
。 

議
員　
事
業
内
容
と
今
後
の
展
開
は
。

担
当
課　

観
光
の
相
談
窓
口
や
催
事

を
業
務
と
し
て
行
う
。
将
来
的
に
は

村
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、
観
光
Ｐ

Ｒ
等
を
進
め
て
い
く
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ(

観

光
地
域
づ
く
り
を
行
う
組
織)

と
い
う

組
織
設
立
を
構
想
し
て
い
る
。　

旧
宝
珠
山
小
運
動
場
の
芝
生
化

旧
小
石
原
小
利
活
用
に
つ
い
て

議
員　
芝
生
化
の
経
緯
と
維
持
管

理
は
。

村
長　

以
前
か
ら
の
一
般
質
問
や
住

民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
高
齢
者
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
幼
児
の
遊
び
場

と
し
て
事
業
化
し
た
。
管
理
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
お
願
い
し
、
村

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
運
用
を
図
り

た
い
。

議
員　

収
益
性
を
考
え
て
、
も
う
一

度
計
画
を
立
て
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

担
当
課　

収
益
性
を
踏
ま
え
、
今
後

ダ
ム
対
策
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
等
で
再
度
協
議
し
、
議
会
の

合
意
の
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
と
デ
ー
タ

放
送
を
導
入
す
る
経
緯
は
。

担
当
課　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
審
議
会
や
地
区
懇
談
会

等
で
映
像
が
見
づ
ら
い
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
。
デ
ー
タ
放
送
導
入

は
、
行
政
情
報
等
が
時
間
帯
の
制
限

に
よ
り
、
自
由
に
見
ら
れ
る
機
会
が

な
い
た
め
。

議
員　

使
用
料
金
を
値
上
げ
す
る
可

能
性
は
。

担
当
課　

機
械
導
入
か
ら
６
年
が
経

ち
、
使
用
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
将
来
を
見
据
え
た
上
で
、
今
後

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
審
議
会
に
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

東
峰
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

質
疑
あ
れ
こ
れ

　

右
記
事
業
に
つ
い
て
は
充

分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
執
行
す
る
時
は
議
会

と
協
議
し
合
意
の
上
行
う
こ

と
、
ま
た
、
旧
宝
珠
山
小
学

校
運
動
場
芝
生
化
に
つ
い
て

も
議
会
と
協
議
を
し
て
行
う

こ
と
を
執
行
部
に
要
求
し
て

い
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑
よ
り

■
ト
ー
キ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
事
業

■
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

■
水
源
地
域
整
備
事
業

　
・
水
源
の
森
交
流
館（
旧
小
石
原
小
学
校
）

　
・
農
業
共
同
利
用
施
設

28
年
度
補
正
予
算
質
疑
よ
り

■
イ
ッ
ピ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

検
討
の
余
地
あ
り
！

歳出

総務費
9億9840万円

民生費
4億7200万円

土木費
6億7400万円

歳入

繰越金繰入金など
11億243万円

村税
1億4906万円

地方交付税
13億2000万円

国庫支出金
2億4227万円

県支出金
1億3600万円

村債
1億9950万円

その他
6049万円

自主財源
39.0%

依存財源
61.0%

その他
3億1488万円

商工費
1億4557万円

保健衛生費
1億7303万円

農林水産費
2億600万円

公債費
2億2587万円

(千円以下を切り捨て)

一般会計予算

特別会計予算

32億977万円
   　（5.6％減）

簡易水道
2億1517万円（67.2％減）

国民健康保険
4億2797万円（12.9％増）

後期高齢者医療
4618万円（13.0％増）



第３回定例会(３月)議決結果一覧表

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成29年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算につ
いて

可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村税条例等の一部を改正する条例の制定について可
決

賛成：○　反対：●

議 案 一 覧

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

区　

分

29
当
初
予
算

28
当
初
予
算

そ
の
他

条

例

審
議
結
果

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

○　○　◯　◯　○　○　○　◯　◯可
決
東峰村農業委員会委員の選挙による委員の定数条例の一部を改
正する条例の制定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村農業委員会の選任による委員の団体推薦に関する条例を
廃止する条例の制定について

可
決

東峰村農業委員会の選任による委員の議会推薦委員に関する定数
条例を廃止する条例の制定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成29年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成28年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第2
号）について

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成29年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

東峰村喜楽来館の指定管理者の指定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成29年度東峰村一般会計歳入歳出予算について ○　○　●　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　●　○　○　○　○　○　○平成28年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第6号）について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成28年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算
（第3号）について

可
決

第２回臨時会(２月)議決結果一覧表 賛成：○　反対：●

議 案 一 覧

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

区　

分

そ
の
他

審
議
結
果

植物工場誘致の中止を求める請願書について ○　●　○　○　○　●　●　●　○採
択

旧宝珠山小学校の水耕栽培企業誘致計画の中止を求める決議に
ついて

○　●　○　○　○　●　●　●　○可
決

第１回臨時会(１月)議決結果一覧表 賛成：○　反対：●

議 案 一 覧

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

区　

分
28
補
正
予
算

そ
の
他

審
議
結
果

平成28年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）について ○　○　●　○　○　○　○　○　○可
決

工事請負契約の締結について
（公営住宅小石原上町団地建築工事）

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

地
方
創
生
事
業

折
り
返
し
の
３
年
目
、効
果
は
表
れ
て
い
る
か
？

　

27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
も
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現

在
実
施
中
の
事
業
が
、
目
標
に

対
し
て
の
効
果
を
検
証
す
る
た

め
、
議
会
で
は
、
地
方
創
生
調

査
検
証
特
別
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
中
間
検
証
を
実
施
。
29
年

度
予
算
に
つ
い
て
も
重
点
的
に

説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ
ー
ジ

議
員　

概
略
で
３
０
０
万
円
を
超
え

る
年
間
維
持
費
だ
と
思
う
が
、ど
う
い

う
形
で
健
康
増
進
効
果
を
測
る
の
か
。

担
当
課　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

は
、
特
定
健
診
の
結
果
を
分
析
す
れ

ば
健
康
状
態
が
把
握
で
き
る
と
思
う
。

陶
器
商
社
設
立
事
業

議
員　

各
窯
元
が
独
自
の
販
売
ル
ー

ト
を
持
っ
て
い
る
中
で
、
地
域
商
社

を
通
し
て
陶
器
の
販
売
が
出
来
る
の

か
。
ま
た
、
意
思
確
認
は
出
来
て
い

る
の
か
。

担
当
課　
現
在
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
窯
元
の
意
向
調
査
を
し
て
い
る

段
階
。

議
員　

全
窯
元
が
参
加
し
な
い
状
況

で
あ
っ
て
も
、
事
業
は
推
進
し
て
い

く
の
か
。

担
当
課　
加
入
率
が
重
要
で
あ
り
、２９

年
度
は
し
っ
か
り
と
調
査
し
、
流
通

等
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
進
め
て
い

き
た
い
。

議
員　

波
佐
見
焼
、
三
河
内
焼
に
産

業
建
設
常
任
委
員
会
も
調
査
に
行
き
、

地
域
商
社
は
難
し
い
と
感
じ
た
が
、ど

う
か
。

担
当
課　
波
佐
見
に
調
査
に
行
き
、現

在
の
波
佐
見
焼
が
立
ち
上
が
る
ま
で

20
年
か
か
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
早
急

に
は
で
き
な
い
が
数
年
か
か
れ
ば
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
２９
年
度
地
方
創
生
事
業
の
実
施

を
前
に
、
今
後
の
財
政
面
を
考
慮

し
た
上
で
事
業
計
画
を
構
築
し
、

重
点
的
に
事
業
実
施
が
行
わ
れ
る

こ
と
。
ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
金

を
使
っ
た
地
方
創
生
事
業
に
関
し

て
は
一
般
財
源
も
用
い
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、地
方
創
生
調
査
検
証
特

別
委
員
会
に
て
説
明
し
た
後
に
申

請
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

中
間
検
証
報
告
よ
り
抜
粋

空
き
家
解
体
補
助
金

議
員　

空
き
家
解
体
補
助
金
は
空
き

家
バ
ン
ク
事
業
と
関
連
す
る
も
の
か
。

担
当
課　

空
き
家
解
体
補
助
金
は
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
解
体
後
宅

地
と
し
て
利
用
可
能
な
物
件
に
対
し

て
補
助
す
る
も
の
。
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
推
進
に
も
つ
な
が
る
。

議
員　

出
合
い
応
援
（
婚
活
）
事
業

は
以
前
の
反
省
も
踏
ま
え
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

担
当
課　

村
内
の
独
身
者
を
対
象
に

年
２
回
程
度
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
る
。
細
や
か
な
配
慮
が
必
要
な
事

業
な
の
で
、
専
門
の
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て

実
施
し
て
い

き
た
い
。　

婚
活
事
業

議
員　
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
の

今
後
の
計
画
は
。

担
当
課　

中
学
生
を
対
象
に
国
内
で

４
泊
５
日
程
度
の
語
学
研
修
を
行
い
、

英
語
の
み
の
生
活
で
語
学
向
上
を

図
る
。

短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業



06

ここが聞きたい！

議
員　
水
源
地
域
整
備
事
業
で
の
村

の
実
質
負
担
額
は
約
１
億
８
０
０
０

万
円
か
。

建
設
水
道
課
長　
東
峰
村
の
負
担
額

と
し
て
は
、
１
億
７
９
６
４
万
２
千

円
で
過
疎
債
等
を
活
用
し
た
い
。

議
員　
整
備
計
画
対
象
外
で
あ
る
共

同
施
設
利
用
事
業
（
農
業
倉
庫
）
に

つ
い
て
、
地
区
説
明
会
が
１
度
し
か

開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
、
説
明
責
任

は
果
た
せ
た
の
か
。

農
林
観
光
課
長　
１
回
で
説
明
責
任

や
事
業
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
は
捉

え
て
い
な
い
。
年
度
中
に
説
明
会
、

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
。

議
員　
水
源
の
森
交
流
館
（
仮
称
）

の
運
営
者
、
カ
フ
ェ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
経
営
者
は
、
公
募
し
審
査
決
定
と

な
っ
て
い
た
が
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

村
長　

平
成
３０
年
１０
月
オ
ー
プ
ン
予

定
で
進
ん
で
い
る
。
公
募
も
２９
年
度

か
ら
行
い
た
い
。
運
営
母
体
も
決
定

し
て
い
な
い
。

議
員　

校
舎
改
修
前
に
運
営
者
や
経

営
者
が
決
定
し
な
い
と
運
営
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
。

村
長　

村
と
し
て
も
、一
番
懸
念
し

て
い
る
。
早
め
に
事
業
者
を
公
募
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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弘
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議
員

　
　
企
業
誘
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例
等
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き
で
は
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長
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議
員

　
　
火
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放
水
ま
で
の
時
間
は
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議
員

　
　
集
落
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の
配
置
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落
対
策
は
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隆
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議
員

　
　
い
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サ
ロ
ン
へ
の
支
援
は
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光
春　

議
員

　
　
公
共
ト
イ
レ
浄
化
槽
へ
の
見
直
し
は
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弘
光　

議
員

　
　
観
光
事
業
者
と
の
連
携
は
ど
う
図
る
の
か
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梶
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文
明　

議
員

　
　
29
年
度
の
職
員
採
用
数
と
職
種
は

 

９
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
請
願
書
等
へ
の
判
断
は
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水
源
の
森
交
流
館
の
運
営
者
は
決
定
し
て
い
る
か

村
長  

運
営
者
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
決
定
し
て
い
な
い

議
員　

火
災
発
生
か
ら
２
分
３０
秒
で

天
井
ま
で
燃
え
移
る
。
火
災
通
報
か

ら
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
ま
で
に
２
分
か

ら
３
分
か
か
る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ

と
。ま
た
、先
日
の
宝
ヶ
谷
地
区
の
火

災
で
は
、
消
防
署
の
タ
ン
ク
車
到
着

ま
で
に
約
１０
分
か
か
っ
た
。
消
火
栓

と
消
火
器
を
使
い
ボ
ヤ
で
済
ん
だ
が
、

消
火
器
と
消
火
栓
の
適
正
な
配
置
の

考
え
は
。

村
長　

先
日
の
火
災
に
お
い
て
は
消

火
器
が
有
効
に
利
用
さ
れ
大
火
に
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
主
防

災
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
も
各
家
庭

へ
の
消
火
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。消
火
栓
の
設
置
に
つ
い
て
は

水
道
管
の
口
径
や
本
管
の
交
換
等
を

考
慮
し
、
出
来
る
限
り
の
設
置
を
今

後
図
り
た
い
。　

庁
舎
の
警
備
体
制
に
つ
い
て

議
員　

庁
舎
の
警
備
委
託
会
社
に
地

元
住
民
を
社
員
と
し
て
採
用
し
て
も
ら

い
、警
備
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
が
出
来
な
い
か
。

村
長　

村
か
ら
職
を
斡
旋
す
る
の
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。該
当
す
る
方

が
い
れ
ば
警
備
会
社
に
問
い
合
わ
せ
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

議
員　

村
は
企
業
誘
致
の
提
案
が
あ

っ
た
場
合
ど
う
い
っ
た
条
件
で
公
共
施

設
を
貸
し
出
す
の
か
。　

村
長　
企
業
誘
致
に
対
し
て
、賃
借
料

の
定
め
が
な
か
っ
た
。木
質
ブ
ロ
ッ
ク

企
業
の
賃
借
料
に
つ
い
て
は
、地
価
の

相
場
や
建
物
の
耐
用
年
数
を
考
慮
し

て
算
定
し
て
い
る
。

議
員　
企
業
誘
致
に
お
い
て
貸
付
け
の

審
査
や
判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
。

村
長　

企
業
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
当

然
話
は
聞
く
し
、雇
用
体
系
な
ど
を
判

断
し
、企
業
誘
致
を
行
う
。木
質
ブ
ロ

ッ
ク
や
水
耕
栽
培
に
つ
い
て
も
探
し
た

中
で
本
村
に
来
て
い
た
だ
く
企
業
な
の

で
、で
き
る
だ
け
前
向
き
な
考
え
方
で
、

村
と
し
て
は
誘
致
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

議
員　

誘
致
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
誘

致
条
件
を
条
例
や
規
則
で
明
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。日
田
市
や
筑
前
町
に

は
企
業
誘
致
条
例
や
普
通
財
産
貸
付

規
則
が
あ
る
。条
例
や
規
則
が
な
い
と

企
業
の
提
示
す
る
条
件
で
し
か
村
は
交

渉
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　
そ
う
い
っ
た
条
例
等
の
整
備
は

今
後
や
っ
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
は
条
例
等
で
明
示
す
べ
き
で
は

村
長  

今
後
整
備
し
て
い
き
た
い

火
災
通
報
か
ら
放
水
ま
で
の
時
間
は

村
長  

消
防
署
の
タ
ン
ク
車
到
着
に
１０
分
か
か
る

木質ブロック工場予定地

消火栓 水源の森交流館完成予想図



議
員　

サ
ロ
ン
運
営
で
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　

生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
業
務
の

一
部
と
し
て
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
指

導
者
の
育
成
を
考
え
て
い
る
。

議
員　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
サ
ロ
ン
に
お
け
る
具
体
的
な

役
割
は
。

保
健
福
祉
課
長　

高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
新
た
に
立
ち
上
げ
る

生
活
支
援
協
議
会
に
お
い
て
協
議

を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
運
動

機
能
や
認
知
症
予
防
に
繋
が
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
や
、
６５
歳
以
上
が

誰
で
も
参
加
・
運
用
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ
い
て

議
員　
年
代
に
よ
っ
て
歩
く
ス
ピ
ー
ド

や
距
離
が
違
う
た
め
、ラ
ン
ク
付
け
に

お
い
て
は
年
齢
や
障
害
等
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　
皆
さ
ん
が
元
気
に
、そ
し
て
楽

し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

議
員　
地
域
包
括
ケ
ア
で
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
住
民
同
士
の
助
け
合
い

と
い
っ
た
、住
民
力
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
が
村
長
の
考
え
は
。

村
長　
集
落
で
の
助
け
合
い
、い
わ
ゆ

る
共
助
に
つ
い
て
考
え
る
時
期
で
あ
る
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
元
気
で
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
助
け
合
う
こ
と
が
、地
域

包
括
ケ
ア
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
と
考

え
る
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
の
支
援
は

保
健
福
祉
課
長  

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

公
共
ト
イ
レ
浄
化
槽
へ
の
見
直
し
は

村
長  

随
時
洋
式
ト
イ
レ
に
取
り
替
え
て
行
き
た
い

議
員　

公
共
ト
イ
レ
の
全
面
的
な
浄

化
槽
へ
の
見
直
し
の
考
え
は
。

村
長　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
は
、和
式

ト
イ
レ
が
多
い
の
で
、随
時
洋
式
ト
イ

レ
に
取
り
替
え
て
い
き
た
い
。

議
員　
再
質
問
だ
が
、Ｊ
Ｒ
沿
線
の
伐

採
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

一
部
伐
採
は
終
わ

っ
た
。
そ
の
他
は
地
権
者
と
ま
だ
協

議
が
出
来
て
い
な
い
。

村
長　

年
度
計
画
を
立
て
、
実
施
し

て
い
き
た
い
。

議
員　
Ｊ
Ｒ
岩
屋
駅
の
整
備
計
画
の

中
で
、
一
番
重
要
な
橋
の
架
け
替
え

は
い
つ
行
う
の
か
。

村
長　

２９
年
度
に
補
助
金
の
申
請
を

し
て
、
早
け
れ
ば
３０
年
度
に
実
施
し

た
い
。

議
員　

棚
田
交
流
館
前
の
駐
車
場
整

備
の
考
え
は
。

村
長　

地
方
創
生
で
採
択
さ
れ
た
整

備
事
業
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

棚
田
保
全
を
含
め
て
地
元
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

議
員　

村
内
に
コ
ン
ビ
ニ
を
建
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

村
が
設
置
す
る
と
民
営
圧

迫
と
な
る
の
で
、
出
来
れ
ば
民
間

で
出
店
し
て
い
た
だ
く
の
が
良
い

と
考
え
る
。

観
光
事
業
者
と
の
連
携
は
ど
う
図
る
の
か

議
員　

創
生
総
合
戦
略
の
中
で
観
光

産
業
の
育
成
と
し
て
東
峰
村
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ(

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
組
織)

設
立
・
支
援
と
あ
る
が
、
役
割
・
機

能
は
。

村
長　

村
の
観
光
を
全
体
的
に
考
え

る
組
織
と
し
て
、
法
人
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。
機
能
と
し
て
は
村
の
観

光
資
源
、
イ
ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
等
の
戦
略
を
策
定
し
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
を
構
成
し
て
い
る
事
業
者
が
収

益
を
増
大
す
る
た
め
の
組
織
に
な
れ

ば
と
思
う
。

議
員　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
の
外

国
人
旅
行
者
）
観
光
を
受
け
入
れ
る

に
あ
た
り
村
の
対
応
や
考
え
は
。

村
長　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ッ
ト
は
英

語
、
中
国
語
版
も
作
っ
て
い
る
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
に
対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
観

　

光
拠
点
に
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ（
公
衆
無
線
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
）の
整
備
や
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
通
訳
の
臨

時
採
用
等
も
含
め
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

観
光
事
業
者
と
の
今
後
の
連

携
は
。

村
長　

関
係
者
を
含
め
て
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
は
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

村
長  

関
係
者
を
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

岩屋公園のトイレ

議
員　
今
回
、モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

取
り
組
む
集
落
支
援
員
は
地
域
を
支

え
、今
後
の
村
づ
く
り
に
必
要
な
支
援

体
制
と
思
っ
て
い
る
、村
長
の
考
え
は
。

村
長　
支
援
員
の
活
動
は
、自
治
公
民

館
や
区
長
、地
区
担
当
職
員
と
の
密
接

な
連
携
・
協
働
を
図
る
こ
と
。行
政
へ

の
要
望
の
と
り
ま
と
め
や
、集
落
で
の

祭
り
や
行
事
の
支
援
の
ほ
か
、問
題
解

決
等
が
考
え
ら
れ
る
。

議
員　

各
地
区
の
世
帯
人
口
は
減
少

し
て
い
る
、集
落
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　

集
落
機
能
の
維
持
は
早
急
な

課
題
で
あ
り
、ま
ず
は
地
域
の
実
情
を

地
域
が
知
る
た
め
に
、
集
落
点
検
が

有
効
。

集
落
支
援
員
の
配
置
と
集
落
対
策
は

村
長  

自
治
組
織
の
創
設
、
集
落
支
援
員
は
必
要
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29
年
度
の
職
員
採
用
数
と
職
種
は

議
員　
近
隣
市
町
村
も
一
般
職
で
採
用

さ
れ
て
い
る
。以
前
は
、
現
業
職
で
の

採
用
も
あ
っ
た
が
、今
後
は
一
般
職
で

の
採
用
に
な
る
の
か
。

村
長　
以
前
は
、現
業
職
も
あ
っ
た
が
、

今
は
、嘱
託
で
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
職
員
採
用
は
一
般
職
と
な
る
。

議
員　
大
野
城
市
の
職
員
採
用
に
、市

内
に
住
居
を
構
え
る
こ
と
を
条
件
に

採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。定
住
は
村

の
衰
退
を
防
ぎ
、活
性
化
が
期
待
さ
れ
、

将
来
は
家
族
も
増
え
る
と
思
う
。採
用

さ
れ
る
職
員
の
村
内
居
住
を
条
件
に

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

村
長　

議
員
の
考
え
方
と
同
感
で
あ

る
。村
内
で
雇
用
す
れ
ば
、人
口
対
策

に
も
な
る
が
、試
験
の
成
績
・
面
接
と

過
程
が
あ
る
の
で
、特
段
村
内
居
住
者

を
優
先
で
き
な
い
。

議
員　
高
齢
化
は
進
み
、集
落
に
若
者

が
少
な
く
な
る
中
で
、空
き
家
対
策
も

含
め
て
、新
規
採
用
職
員
の
村
内
居
住

が
出
来
る
よ
う
な
方
向
性
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

村
長　
移
住
・
定
住
住
宅
の
よ
う
な
独

身
寮
も
非
常
に
効
果
的
に
な
る
か
と

思
っ
て
い
る
。

村
長  

一
般
職
３
名
で
あ
る

宝珠山庁舎

企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
請
願
書
等
へ
の
判
断
は

議
員　
２
月
２２
日
臨
時
会
で
、住
民
団

体
が
提
出
し
た「
植
物
工
場
誘
致
の
中

止
を
求
め
る
請
願
書
」、議
員
提
出
に

よ
る「
旧
宝
珠
山
小
学
校
の
水
耕
栽
培

誘
致
計
画
の
中
止
を
求
め
る
決
議
」が

可
決
さ
れ
た
が
、企
業
誘
致
を
ど
う
す

る
の
か
。

村
長　

請
願
に
反
対
さ
れ
た
議
員
は

旧
宝
珠
山
小
校
区
の
議
員
が
多
く
、地

域
の
住
民
全
体
の
民
意
で
あ
っ
た
の
か

考
え
て
い
る
。本
件
に
つ
い
て
は
、一
旦

保
留
と
し
て
い
る
。

議
員　

宝
珠
山
地
区
の
議
員
は
反
対

し
た
の
で
一
旦
保
留
と
い
う
が
、
村
長

は
議
会
の
議
決
の
重
み
は
分
か
っ
て
い

る
の
か
。村
民
が
望
ん
で
い
る
の
は
即

時
中
止
で
あ
る
。

村
長　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、村
長
の

執
行
権
の
範
囲
で
あ
り
、宝
珠
山
校
区

　

の
議
員
は
反
対
な
の
で
、地
区
の
方
が

ど
う
判
断
し
て
い
る
の
か
つ
か
み
た
い
。

議
員　

決
議
書
や
請
願
書
ま
で
出
た

の
は
、
企
業
に
対
し
て
の
調
査
不
足
、

村
民
へ
の
説
明
不
足
が
招
い
た
結
果
で

あ
る
。村
民
と
話
し
合
え
な
い
か
。

村
長　
村
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

最
終
的
判
断
を
し
た
い
。

村
長  

宝
珠
山
校
区
議
員
が
反
対
し
、全
体
の
民
意
か
分
か
ら
な
い旧宝珠山小学校

産業建設常任委員会視察研修

総務常任委員会視察研修

地域維持のための集落点検を実施

東彼杵町のまちづくりを研修しました

住民同士で支え合う仕組みづくり

竹田市のまちづくりを研修しました

佐伯市役所にて

T型集落点検

※T型集落点検とは…集落に住む「世帯」だけでは
　なく集落近郊に住むその世帯の子供を含めた「家
　族」を基準として集落の将来を考える手法

　1月23日～24日、産業建設常任委員会で長崎県東彼

杵町・波佐見町・松浦市にて視察研修を行いました。

　東彼杵町は、平成26年5月に日本創生会議より発表

された「消滅可能性自治体」と掲載されました。それ

を機に、平成27年より「これからを見据えたまちづく

り」を実施のため、熊本大学名誉教授である徳野貞雄

教授を招いて「T型集落点検」での自治体による取り

組み状況と定住支援・空き家対策の取り組みを研修し

ました。

　また、波佐見町の長崎県陶磁器卸商業協同組合にて

波佐見焼の運営と地域商社設立についての取り組みを

研修しました。

　24日は、松浦市志佐町において平成18年より営業している獣肉処理施設「不老の森」の運営

とイノシシ処理状況視察と松浦市における有害鳥獣対策状況を研修しました。

　２月８日～９日、総務常任委員会で大分県佐伯市、竹田市にて視察研修を行いました。

　佐伯市では「地域包括ケアシステム」の総合的な取り組みについて研修を行いました。

また、東峰村の「いきいきサロン」と同様の「さいきの茶

の間事業」については、実施内容や補助の仕組みなど

を学びました。翌日の竹田市では、地域包括ケアシス

テムの独自の取り組みとして、「暮らしのサポートセン

ター」の話を伺いました。このセンターは中学校区ご

とに住民により組織し、若干の有償にて高齢者の生活

をサポートする仕組みです。竹田市では、今後自治会

や地域内の各種団体等が参加する地域コミュニティの

組織化を図り、住民自治を推進していくそうです。

近居距離他出
（車で１時間以内＝生活共同圏）

 

中距離他出
（車で２時間以内＝セーフティネット圏）

遠居距離他出 

同居 

大村 福岡 東京 

東彼杵町での取り組み状況 
調査（聞き取り） 



　

朝
夕
も
日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
届
き

ま
し
た
。
一
昨
年
前
に
議
会
だ
よ

り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
か

ら
初
め
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

今
回
は
、
幅
広
い
世
代
に
受
け
入

れ
ら
れ
や
す
い
こ
と
な
ど
の
評
価

を
受
け
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
読
み
た
く
な
る
「
議
会
だ

よ
り
」を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 編

集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
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議員さんと語ろう会

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
内
容
よ
り

６
年
生 

村
議
会
の
役
割
は
何
で

す
か
。

議
員 

村
民
の
悩
み
や
課
題
を
議
会

で
村
役
場
の
方
に
伝
え
る
事
、
ま

た
、
村
役
場
か
ら
提
案
さ
れ
る
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
決
定
す

る
こ
と
が
役
割
で
す
。

６
年
生 

議
員
と
い
う
仕
事
で
一
番

大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

議
員 

議
会
で
村
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
決
め
る
と
き
に
、
将

来
の
事
や
村
民
の
事
を
考
え
て
賛

成
す
る
か
反
対
す
る
か
重
大
な
事

を
決
め
る
時
が
大
変
で
す
。

終了後、子どもたちが執行部席に座り議員が質問

　

６
年
生
の
社
会
科
で
は
「
人
々

の
願
い
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
学
習
し
て
お
り
、
村
が
行
う
事

業
を
議
会
で
話
し
合
い
、
決
定
す

る
仕
組
み
に
つ
い
て
知
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
場
で
は
６
年
生
が
議
員
席
側
、

議
員
は
執
行
部
席
側
に
座
っ
て
、

本
番
さ
な
が
ら
の
議
会
形
式
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
議
場
で
の
質
問
は
、
議
会
の

仕
組
み
や
予
算
に
つ
い
て
な
ど
初

め
て
の
経
験
で
と
て
も
緊
張
し
た

と
思
い
ま
す
が
、大
き
な
声
で
す
る

ど
い
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
挙
権
の
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
が
り
、
全
国
的
に
小

中
高
で
子
ど
も
議
会
や
模
擬
投
票

を
開
催
す
る
自
治
体
や
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。
将
来
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
子
ど
も

議
会
の
経
験
は
、自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
村
の
政
治
に
関
心
を
深
め

る
良
い
機
会
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

東
峰
学
園
６
年
生
は
、
昨
年
12

月
の
議
会
傍
聴
の
体
験
に
引
き
続

き
、
２
月
21
日（
火
）に
議
場
で
「
子

ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

東峰学園６年生が

議会へするどい質
問東峰学園６年生が

議会へするどい質
問


